	　個別の指導計画（自閉症・情緒障害特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成〇〇年〇〇月〇〇日

	氏名・学年
	〇〇　〇〇（〇〇小学校２年　男）
	保護者の願い
	・コミュニケーションが上手にとれるようになってほしい。
	記入者
	〇〇　〇〇

	長期目標
	・自分の思っていることを、言葉で伝えることができる。
・自分が苦手なことでも、決められたことは最後まで取り組む。

	
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・決められた時間に起きることや寝ることが難しく、朝は遅刻が多く、１時間目はぼんやりとしていることがよく見られる。
	・生活リズムを整え、決められた時間に就寝ができる。


	・早寝早起きカードを作成し、家庭と連携をして評価していく。自分の体調を振り返る時間を設定する。


	・遅刻が減り、早く寝ることが増えた。



	
	心理的な安定
	・交流している学級での活動場面では、緊張してみんなと一緒に活動できないことがある。


	・４～５人のグループで、活動することができるようになる。
	・本人が好きな活動で交流できる場面を多く設定する。

・本人が信頼できる友だちをグループの中に入れ、緊張感を少し
でも取り除くようにする。
	・全体の場では、緊張した様子が見られるが、少人数であれば、活動することができだした。

	
	人間関係の形成
	・相手の気持ちを汲み取ることが苦手で、自分の思ったことをそのまま言ってしまうことや、相手を叩いてしまうことがあり、友だちとトラブルになることが多い。


	・自分の気持ちをコントロールできなくなった時に、相手を叩かないで言葉で表現することができる。
	・相手を叩いてしまった時に、否定的に注意するのではなく、その場面でどのように行動すればよかったかをコミック会話等視覚的な物を使って一緒に考える。
	・肯定的に指示すると、興奮することなく、教員の話を聞くことができだし、友だちとのトラブルが少なくなった。

	
	環境の把握
	・スケジュールにこだわりがあり、自分の思いと違うと泣いて、手の甲をかむなど、自傷行為がしばしば見られる。

・自分の思っている学習内容と違っている時や苦手な内容だと、やることを拒否し、その場から離れようとすることがある。


	・スケジュール表を見て、落ち着いて行動できる。

・決められた内容を最後まで取り組むことができる。
	・登校した際、写真カードを使用し、スケジュール表を見て1日の流れが分かるように確認する。
・校外学習の際などは、詳細にスケジュールを提示し、活動の始めと終わりが分かるようにする。

・最後まで取り組めた時は、シールを貼り評価する。
	・不安があると自分からカードを見に行く場面が見られだした。
・手の甲をかむ事は、ほとんどなくなったが、急な予定変更がある時は、イライラした様子が見られる。

・シールを貼ることにより、苦手なことも取り組もうという姿勢が見られだした。

	
	身体の動き
	・リズム運動では、体を動かすことはできるが、モデルを見て模倣することは難しく、最後まで取り組むことが苦手である。
	・簡単なリズム運動の動作模倣を最後までできる。

	・本人が好きな音楽を使用する。
・モデルを見せる時は、本人と向きが同じになるようにするとともに、視聴覚機器などを使用し、本人の意欲を高める。
	・ビデオを見ると、たいへんうれしそうに取り組む事ができた。
・動作模倣に関しては、モデルがあっても、最後まで取り組めないことがある。

	
	コミュニケーション
	・トラブルになった後に注意しても、落ち着いて話を聞くことが難しい。


	・自分の行動を振り返り、その場でどのような行動、発言がよかったかを考えることができる。
	・落ち着ける場所を用意しておく。
・朝、５分程度体を動かし、気分をほぐす活動を取り入れる。
	２回程度に減ってきた。
・興奮した時に、自分から「〇〇の部屋に行っていいですか」と言うことができだした。


